
主目的 3 10 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

概ね４０歳未満を対象とした市民に対し、若いうちから主体的に体や心の健康づくりに取り

組めるようにし、健康の保持増進を図るとともに生活習慣病やその予備軍の予防に繋げ

る。

内容

（手段）

◆24年度実施内容

・壮年期を向かえる前から、健診に対する意識付けを行い、自分の健康管理をしてもらえる

ように働きかけをした。その内容としては、

ヤング健診（事業所等で健診機会の無い35歳を対象に身体計測、血圧測定・健康相談等の

内容で実施）年間５回実施した。

歯周病予防個別健診（35歳を対象に歯科医院において歯科健診、ブラッシング指導等を実

施）を歯科医院で実施した。

　なお、事業については業務委託を中心に対応した。

　また、35歳になる年齢対象者には、健診の勧奨及び健康情報を提供するために個別通知

を行った。

◆24年度直接経費の内訳
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◆24年度直接経費の内訳

・ヤング健診事業委託料　　　　　　   993千円

・歯周病予防個別健診事業委託料　579千円

・講師等謝礼、印刷製本費等　　 　1,260千円

○25年度実施内容

ヤング健診を年間5回から６回にする。

平成２４年度と同じように実施する。

◆H25直接経費の内訳

・ヤング健診事業委託料　　　　　　   1,771千円

・歯周病予防個別健診事業委託料　782千円

・講師等謝礼、印刷製本費等　　 　　1,480千円
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歯周病予防個別健診

受診者数
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H25

事業の

達成状況

・ヤング健診受診者数は、減少傾向にある。

・歯周病予防個別健診については、平成24年度から自己負担を無しにしたこともあ

り、受診者数が増加した。

800

250

6

200

77 185

事業番号

H23

5

回

人

404

H22

7

500

101

乳がん検診者対象健

康教育

成果指標名

ヤング健診受診者数

活動指標名

ヤング健診実施日数

50

179

H23

6

450

339

450

人

250

500

366

H24

H24

6

日

H25H22

5

平平平平

成成成成

２２２２

４４４４

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

・若いうちから自身の健康状態を知り、生活習慣を振返る、また健康づくりに取組む等

の動機付けが出来る方法を考え、受診行動ができるようにする必要がある。
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方向性の判定
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次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

生活習慣が起因する疾病の予防に向け、若いうちからハイリスク者を見つけるととも

に、自覚症状が無くても生活習慣の行動変容に繋がるような動機付けを実施する事

業は、他に類似する事業もないため、これらの機能を果たせなくなる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

・ヤング健診を多くの人に受診してもらうため、PRを前年より強化する。（幼稚園、保

育園、子育て支援センター、地域の健康展等でのポスター掲示、チラシ配布）

・前年度まではヤング健診の実施日が７月に５回であり、予約をする事を忘れたり、機

会を逃したりすると受診する事ができないため、実施期間を7月から2月までとし、回数

を5回から６回に受診しやすくする。

判　定　理　由
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２６年度以降

の改善案

疾病の罹患率が上がる壮年期前から、自分の身体の状況を知り、健康な生活を営む

ことができるように、若い世代に健康の大切さを伝え、健康保持増進ができる働きか

けをする等有効なPRを考えていく必要がある。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

いつまでも健康に過ごすことが出来るよう、若いうちから健康づくりに取組む事は、必

要であるため、現在の対象で事業を実施していく。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


